
 

 

 

 

 

 

 

鳥鳥イインンフフルルエエンンザザのの予予防防対対策策をを徹徹底底ししままししょょうう！！ 
 

 高病原性鳥インフルエンザは、国内では、平成 21 年２月に愛知県
のうずら農場で発生して以来、現在まで発生が見られません。 

しかし、世界各地では発生が続いています。 
養鶏農家の方は、発生国へなるべく渡航しない、カモ等渡り鳥の飛

来地には近づかない、野鳥の侵入防止等鳥インフルエンザの予防対策
を徹底してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年 12 月 21 日 

（通算 第 106 号） 

問い合わせ先 

長野県庁農政部園芸畜産課 

電話 026-235-7232 

enchiku@pref.nagano.jp 

 

<平成 20 年 4～5 月> H5N1
青森県、秋田県、北海道 
オオハクチョウでウイルス
確認 

<平成 17 年 6～12 月> H5N2 弱毒 
茨城県、埼玉県（41 農場 約 578 万羽）

<平成 21 年 2～3 月> H7N6 弱毒 
愛知県（うずら農場）（7 農場 約 160 万羽）

<平成 16 年 1～3 月> H5N1 強毒 
山口県、大分県、京都府（4 農場 約 27 万羽）

<平成 19 年 1～2 月> H5N1 強毒 
宮崎県、岡山県（4 農場 約 17 万羽） 

国内の高病原性鳥インフルエンザ発生状況（平成 16 年～21 年） 

強毒タイプ（家きん） 

中国、カンボジア、スペイン、ベトナム等 

※エジプト、インドネシアはまん延しており、発生状況の 

把握不可 

強毒タイプ（野鳥） 中国、モンゴル、ロシア等 

弱毒タイプ（家きん） フランス、ドイツ、韓国、アメリカ等 

海外の高病原性鳥インフルエンザ発生状況（平成 21 年） 

韓国のアヒルで発生した弱毒タイプの高病原性
鳥インフルエンザ 

◎発発生生年年月月日日：：平成 21 年 12 月 13 日 
◎発発生生場場所所：：韓国南西部の全羅南道、谷城郡にある生鳥市場
◎確確認認ウウイイルルスス：：弱毒タイプのウイルス（H7N2 亜型） 
◎発発生生状状況況：：臨床症状なし。死亡家きん１羽、患畜 10 羽 
◎防防疫疫措措置置 
・鶏及びアヒルを 173 羽殺処分、焼却処理 
・当該市場の消毒 
・出荷農場等の遡り検査を実施中 
・周辺区域のサーベイランスを強化 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

家家家きききんんんにににおおおけけけるるる新新新型型型イイインンンフフフルルルエエエンンンザザザ対対対策策策   
人の間で新型インフルエンザが流行しています。海外では新型イン

フルエンザが人から七面鳥へ感染した事例が報告されています。飼養
家きんへの感染に十分注意してください。 
なお、家きんが新型インフルエンザに感染した場合、「低病原性」

鳥インフルエンザの発生となり、「高病原性」鳥インフルエンザと同
じ対応にはなりませんが、発生農場の家きんの移動自粛等が必要とな
ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

家畜保健衛生所 電  話 家畜保健衛生所 電  話 

佐久 0267-62-4123 松本 0263-47-3223 

上田支所 0268-23-1630 長野 026-226-0923 
伊那 0265-72-2782   

飯田 
0265-53-0439 

時間外：0265-23-1111
県庁園芸畜産課

026-235-7232 
時間外：026-232-0111

 

対策等のご相談は最寄りの家畜保健衛生所へ 

 

○防鳥ネットなどにより、野鳥との接触を防ぐ。 
 また、破れている場合には直ぐに補修等行う。 
○飼育舎に入る時は、専用の作業衣、作業靴に着替える。 
○カモなどの渡り鳥の飛来地に近づかない。 
○発生国※へはなるべく渡航しない。 
 また、渡航した際は、生きた鳥を売っている場所や鳥類を飼育している場

所へは立ち入らず、帰国の際は空海港で靴底消毒を行う。 
※韓国、中国、インドネシア、ベトナム、カンボジア等 

○連続した死亡など異常があった場合は、速やかに家畜保健衛生所へ連絡し
てください。 

◆飼養衛生管理の徹底◆ 

○インフルエンザ様症状(発熱、咳等)のある従業員や関係者（飼料運搬業者、

薬品納入業者、獣医師等）を農場へ立ち入らせないようにしてください。 

○農場への立入りに際して、畜舎専用の手袋、作業靴、作業衣等の着用に加え、

入退出場時の消毒を励行してください。 
 

◆飼養者、従業員又は家族がインフルエンザ（Ａ型）と診断された場合◆ 

○畜舎内作業は可能なかぎり感染者以外の方が行ってください。 

○やむを得ず感染者が畜舎内作業を行う場合には、マスク、手袋等を必ず着用

し、家きんへの感染に十分注意してください。 
 

◆家畜保健衛生所への連絡◆ 

家きんへの感染防止、家きんの間でのまん延防止のため、以下の場合には、

家畜保健衛生所へ速やかに連絡してください。家畜保健衛生所で家きんの健康

状態の確認にまいります 

○飼養者又は従業員がインフルエンザ（Ａ型）と診断された場合 

○関係者がインフルエンザ（Ａ型）と診断され、ウイルス排泄期間（概ね発症

１日前から発症後７日間）に畜舎に立ち入っていたことが判明した場合

～鳥インフルエンザの予防対策～ 


